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今後の中間提言取りまとめに向け、現状認識の主な内容と、各委員の意見内容の
確認を行う。【議事概要-P6-46】

四国の雨の降り方は変わってきており、多雨と少雨の振幅が大きくなってきてい
る。【議事概要-P6-46】
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①治水について
【議事概要-P6-46】
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建設から30年が経過する早明浦ダムは、既に4回、計画を超える洪水が発生してお
り、治水容量を増強していく必要がある。【議事概要-P6-46】
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現在の吉野川流域内ダム群では、計画の半分の3,000m
3
/sの洪水調節能力しかな

い。まずは、既存施設を有効活用し、不足分は新たな施設の検討が必要。【議事
概要-P6-46】
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四国の堤防整備は各地域に比べて遅れている。【議事概要-P6-47】
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ハード整備は時間がかかることから、ソフト対策を含めて進めていくべき。【議
事概要-P6-47】
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②利水について【議事概要-P6-48】
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吉野川の水の利用率は約45％。流域内外で利用。【議事概要-P6-48】

吉野川総合開発計画における水利用に関する基本的な考え方として、旧吉野川の

河川維持流量は13m
3
/sを確保し、池田～高瀬間の水利用は支川流域流出量で賄

い、池田ダムから供給した水が、減ることなく吉野川下流にとどくことが前提。
【議事概要-P6-48】
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徳島新規工業用水を主に、まだ約6.0m
3
/sの需要が発生していない状況。ただし、

下流の河川環境の改善に貢献しているという報告もある。【議事概要-P6-48】

現在、不特定用水については、農水の水利権量を減量した許可を行っている。
【議事概要-P6-48】
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平成17年渇水では、節水により利水容量が枯渇する期間を最小限に抑えることが
できた。ただし、節水ルールを変更すれば、利水容量の枯渇を回避する可能性も
あった。【議事概要-P6-48】
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平成6年、17年、20年と、発電専用容量から上水への緊急放流が度々行われている
が、発電専用容量は電力供給上重要な水であると同時に、発電事業者が費用を負
担して確保したものである。常に当てにできる水ではない。【議事概要-P6-48】
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発電専用容量からの上水への緊急放流についてはこれまで無償提供されてきた。
参考までに、相応の対価について、条件を仮定して算定した結果、平成20年渇水
時放流量相当で6,200万円～3,100億円。考え方によって余りにも幅があるため、
今後どのように考えるか議論が必要。【議事概要-P6-48】

不特定用水の取り扱いについては、歴史的な経緯があり、徳島県からその効用に
ついて十分に検討する必要があると説明。【議事概要-P6-48】
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吉野川の利水安全度は、通常の目標利水安全度が１/１０であるのに対し１/３～
１/４と非常に低い。【議事概要-P6-48】

早明浦ダムでは34年間で23回の取水制限を実施。【議事概要-P6-48】
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徳島新規工水未利用6.0m
3
/sは、下流の河川環境の確保に貢献し、渇水時にはダム

延命に寄与している。また、かけがえの無い財産として未来に引き継ぐことが重
要で、まずは吉野川流域での活用を検討する必要があると徳島県から説明。【議
事概要-P6-48】
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○前回の確認
様式－２「四国水問題に係る中間とりまとめに向けた論点整理(案)」において、
第８回研究会の委員意見を反映し、“主な意見”および”論点”を更新したこと
を説明。【議事概要-P6-52】

○環境・その他について（第８回研究会の“治水・利水の論点整理”に引き続
き）
①環境
【議事概要-P6-52】
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早明浦ダムの渇水濁水は、管理開始から現在まで、砂防事業、貯水池周りの裸地
への植樹、選択取水、底泥除去等、数次にわたる検討・対策を実施しているが、
解消には至っていない。現在も早明浦ダムの改造とあわせて検討を進めている。
【議事概要-P6-52】
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吉野川の水質の現状を代表的な指標から判断すると、BOD、COD、総窒素、総燐は
良好であるが、大腸菌群数は基準を上回っている状況もある。【議事概要-P6-
52】
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ダイオキシン類、環境ホルモンは安全な水準にある。【議事概要-P6-52】
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吉野川流域別下水道整備総合計画における下水道の吐口位置を上水取水位置とあ
わせて図示し紹介。旧吉野川流域下水は直接海に吐出する計画である。【議事概
要-P6-52】
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銅山川分水による新宮ダム下流の流量減に対し、できるだけ水を流すように対応
しているが、十分な量が確保されていないのが現状である。【議事概要-P6-52】

四国の発電設備に占める水力の割合は約20%、そのうち吉野川は6割と大きなウェ
イトを占めている。水力発電はクリーンで再生可能なエネルギーであり、貴重な
エネルギー源としての意義が大きい。【議事概要-P6-52】
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②交流
水源地域である嶺北４町村は過疎化と高齢化が進行。水源地域に対して森林環境
税（高知県）、水源の森林保全への助成、水源めぐりの旅（香川県）、NPOによる
上下流交流、水源地への基金（吉野川・豊川）を紹介。【議事概要-P6-52】
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③節水
香川県の生活用水需要量は、全国平均よりも多い。【議事概要-P6-53】

香川県内の取り組みとして、雑用水利用、渇水に備えた水道用原水調整池の整
備、を紹介。【議事概要-P6-53】
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